
● CO2 排出量と売上高原単位

排出量はグループ会社からの製
造ラインの移管による影響等によ
り増加しましたが、リサイクル率
は向上し、目標値95％以上を維
持しています。

● 食品廃棄物の排出量とリサイクル率● 産業廃棄物排出量と再資源化率

排出量は各事業所において、省
エネやエネルギー使用効率の向
上に取り組んだ結果やや減少し、
原単位も改善されました。

CO₂排出量　  原単位指数
（東洋水産（株）単体）
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廃棄物排出量　  リサイクル率

排出量は各工場での生産性向上
に向けた取り組みや有価物化の
推進によりやや減少し、再資源
化率は99.9％と高水準を維持し
ました。
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廃棄物排出量　  再資源化率

埼玉工場の太陽光パネル 

CO2排出量削減への取り組み

省エネタイプの高効率機器の導入やLED照明への
切り替え、エコカーの導入などを実施しています。また、
関東工場と埼玉工場、相模工場では専門家による省エ
ネ診断を実施しました。埼玉工場ではさらに社外コンサ
ルタントにもご参加いただき、省エネの推進を行ってい
ます。

省エネへの取り組み

グループ全体で環境負荷低減に
向けた取り組みを推進し、豊かな
地球環境と未来の笑顔を守ります。

気候変動の大きな要因となる地球温暖化に関連
する環境負荷の低減を重要な課題の一つと捉えて
います。事業活動による環境負荷を低減するために
ISO14001など環境マネジメントシステムに関する第

三者機関による認証取得の推進や当社グループの品
質・環境方針に基づいた目標を設定し、温室効果ガス
排出量の削減に取り組んでいます。

CO2排出量削減に向け、各工場や冷蔵庫の設備面
では、ボイラー燃料の重油から天然ガスへの転換、フロ
ン冷媒から自然冷媒（アンモニア・CO2）への更新を計
画的に行っています。また、伊万里東洋（株）、フクシマ
フーズ（株）、関東工場ではバイオマス発電や太陽光発
電で作られた電力などの再生可能エネルギーを利用し
ています。2022年度には、埼玉工場の管理棟屋上に
太陽光パネルを設置しました。工場の管理棟で使用す
る年間電力量の8.5%相当分を発電できる予定です。

❶ 気候変動への適応とその緩和

笑顔地球 に

https://www.maruchan.co.jp/csr/
environment/index.html

「地球に笑顔」への取り組みの詳細につきましては、
下記アドレスからもご覧いただけます。

埼玉工場

環境対応の推進東洋水産グループが
社会と共有する価値

静岡県賀茂郡西伊豆町田子地域での稚魚放流活動の様子静岡県賀茂郡西伊豆町田子地域での稚魚放流活動の様子静岡県賀茂郡西伊豆町田子地域での稚魚放流活動の様子

（国内グループ全体）（国内グループ全体）
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※ 物流は、省エネ法（特定荷主）における東洋水産（株）単体の適用範囲より算定

東洋水産グループの創業は水産事業からであり、
海洋資源を含めた生物多様性の保全は重要な使命の
一つだと考えています。持続可能な資材の調達を通じ
た生態系の維持、保護への貢献の他、稚魚放流、ウナ
ギの完全養殖の量産・事業化の研究、関東工場への
ビオトープの設置など、生物多様性を意識したさまざ
まな取り組みを行っています。

「水」は東洋水産グループの事業に欠かすことので
きない大切な資源です。持続可能な水資源利用は、
環境対応の推進において取り組むべき重要な課題の
一つだと考えています。東洋水産グループの各工場
では、水の使用量や排水量を継続的に管理するととも
に、水の再利用の促進など水の使用量の削減に努め
ています。

海洋生態系におけるプラスチック問題などを意識
し、各事業所において河川や海洋の清掃活動を推進
しています。ユタカフーズ（株）では毎年、地元の水辺
のクリーン活動を行っており、2022年は76人が参加
しました。2022年度からは品川本社部門にて公益財
団法人とも連携し、海岸清掃活動「スマイルオーシャン
プロジェクト」を開始しました。

銚子東洋（株）では、節水ノズルの取り付け、フリー
ザーの洗浄ノズル2系統を1系統に集約するなどの取
り組みを行い、工場全体として一日の水平均使用量が
140tから115tへ約18%減少しました。また、海外で
はマルちゃん味の素インド社においてボイラー水の管理
方法を変更し、水質の改善により、廃棄する水の削減
を行っています。

❷ 生物多様性の保全 ❸ 水資源の保全

河川、海洋清掃活動への取り組み 水資源使用量削減への取り組み

2022年10月に実施したスマイルオーシャンプロジェクト参加者集合写真 銚子東洋（株）

● 環境負荷データ（グループ全体）

INPUT OUTPUT

国内

冷蔵庫 
庫腹 

約65万t

エネルギー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 899	TJ
　 ● 電力	 92,759	千kWh

補充冷媒量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 534	kg
水資源量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 224	千m3

CO2排出量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34	千t
産業廃棄物排出量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 228	t
（うち最終処分量）  0.03t

排水量 ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 100	千m3

国内
事業所
合計

エネルギー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,600	TJ
補充冷媒量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,503	kg
水資源量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,950	千m3

CO2排出量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   207	千t
産業廃棄物排出量 ・・・・・・・・・・・・・・・   12,851	t

（うち最終処分量）  0.03t

排水量 ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    3,628	千m3

オフィス

エネルギー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 56	TJ
　 ● 電力	 3,428	千kWh	 ● 都市ガス	150	千m3
　 ●ガソリン	 297	㎘	 ● A重油	 118	㎘

補充冷媒量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  0	kg
水資源量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18	千m3

CO2排出量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3	千t
産業廃棄物排出量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 160	t
（うち最終処分量）  0t

排水量 ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18	千m3

物流※エネルギー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 396	TJ
（総輸送量）  180.4百万トンキロ CO2排出量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27	千t

生産
工場 
生産量
43万t

エネルギー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,249	TJ
　 ● 電力  160,930千kWh	 ● 都市ガス	 31,852	千m3
　 ● A重油  1,579㎘	 ● 蒸気	 38,872	GJ

原材料調達　● 原材料  34万t　 ● 包装資材  6万t

補充冷媒量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 969	kg
水資源量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,707	千m3

CO2排出量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 144	千t
　 ● NOx排出量	 36t
　 ● SOx排出量	 4t

産業廃棄物排出量 ・・・・・・・・・・・・・・・  12,464	t
（うち最終処分量）	 0t

排水量 ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  3,510	千m3

海外

CO2排出量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 125	千t
廃棄物排出量 ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  16,877	t
（うち最終処分量）  8,793t

排水量 ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 507	千m3

海外 
事業所 
（北中米・

インド）

生産量 
36万t

エネルギー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,551	TJ
　 ● 電力	 73,000	千kWh	 ● 天然ガス  41,905千m3
　 ● 軽油	 1	㎘

原材料調達　● 原材料  47万t　 ● 包装資材  7万t

水資源量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 810	千m3
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